
広 報 さ い 平成 年 月号

高血圧症 という病気をみなさん知っていると思います。高血圧は自覚症状がなくて
も、脳卒中・心筋梗塞・腎臓病などにつながるため、サイレントキラーとも呼ばれます。
さん 家の血圧 くらいなのに、病院だと もある。病院の血圧計は壊れて

いる！
さん 病院で血圧 くらいだから大丈夫でしょ。仕事中に測ると もあって

びっくり！
これらのことに思い当たる方がいらっしゃるのではないでしょうか？ 高血圧にはいく

つかの種類があります。

大間病院
内科医長 平野 貴大

年齢や合併症で高血圧の基準は多少異なりますが、外来では 以上、家庭では
以上で 高血圧症 です。

さんは血圧計が壊れているのではなく、白衣高血圧です。収縮期血圧で 、
拡張期血圧で も高くなる場合があります。将来は持続的な高血圧症となる可能性が
あり、注意が必要です。

さんは仮面高血圧です。心臓・脳血管障害の危険性は高血圧症と同程度とされていま
す。さてここで重要なのが家庭血圧で自分の本当の血圧を知ることです。診察室血圧と家
庭血圧に差がある場合は家庭血圧の方が重要です。家庭血圧は 回測定しその平均値とさ
れています。朝起床 時間以内、排尿後、座って 分ほど安静にしてリラックスした
後、服薬前、朝食前の状態で測ることが理想的ですが、日常的に測ることを大切にしてく
ださい。病院で 普段の血圧はどうですか？ と聞かれることが多いと思います。この時
はぜひ家庭血圧を答えてください。自分の状態を正確に知ることももちろんですが、薬が
きちんと効いているかどうかの判定にも重要です。一家に一台血圧計、家庭血圧を測るこ
とをおすすめします。
なお、大間病院では 日の血圧を連続して測定する究極の家庭血圧検査である 時間血

圧測定を導入しました。朝の血圧が高くて心配な方、薬が本当に必要なのか不安な方、と
にかく血圧が気になる方、ぜひ大間病院にご相談ください！

（高血圧治療ガイドライン より一部改変）


